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主治医       指導医      HBs 抗原（＋ －）  HBc 抗体（＋ －）  HCV 抗体（＋ －）  

スケジュール                                          

《注射》                               day1   day8   day15   day22  day29 

ベルケイド(ボルテゾミブ)        1.3 ㎎/ m2               ↓      ↓     ↓     ↓     休 

《内服》 

エンドキサン(シクロホスファミド)   300 ㎎/ m2              ↓      ↓     ↓     ↓     休 

レナデックス(デキサメタゾン)     40 ㎎/ body       ↓      ↓    ↓    ↓      休 

【注意】＊高齢者や感染症を合併する危険が高いと考えられる患者では、初回投与量を 1 レベル減量 

（シクロホスファミドは 200mg/m2、デキサメタゾンは 20mg）できる 

 ＊ボルテゾミブは 1回投与量 1.3 mg/m2を生食で濃度が 2.5 mg/mL になるよう溶解し、 

皮下注射する。毎回同じ部位に皮下注射することがないように、注射部位をローテートする。 

＊シクロホスファミドの服用量は体表面積により算出し、50 mg 単位で切り捨てる。 

 

☆通常量より減量する際の理由☆ 

 

 

 

 

 

(レジメン) 

day 1, 8, 15, 22 

① ベルケイド       ＋ 生食 適量    皮下注 

＊ ベルケイドは 1バイアルを生食 1.2 mL に溶解後（2.5mg/mL の濃度となる）、 

必要量（      ）mL を抜き取る。 

               

エンドキサン錠      内服 

レナデックス錠      内服 
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